
避難所生活環境緊急改善プロジェクト
～「災害関連死ゼロ」を目指して～

災害発生時における避難所の生活環境向上のため、
清潔で安心なトイレカーを導入します！

令和６年能登半島地震では、断水の長期化に伴い、避難が長期化し、避難所等の生活環境悪化
が大きな問題となりました。
特に、長期間の避難生活における快適なトイレの不足は、避難者が食事や水分補給、排泄を我

慢してしまうことによる体調悪化、災害関連死に繋がりかねない重要な問題です。
栃木県では、ウォシュレットや手洗い場などを備えた、快適な移動式トイレであるトイレカー

を導入し、災害発生時に本県の避難所等において使用するほか、相互応援体制の整備により、他
都道府県での災害時には被災地に派遣します。

県ホームペ―ジにおいて企業名を掲載させていただきます。

防災、福祉

750万円寄附目標

寄附された方へ

トイレカー（トラックタイプ）の購入
洋式水洗トイレ５室（うちバリアフリー１室）、ウォシュレット、暖房便座、
車椅子リフター、手洗い場、おむつ交換台、オストメイト対応設備

寄附の活用内容

写真提供：一般社団法人助けあいジャパン

分野

プロジェクトの概要

令和７年度栃木県企業版ふるさと納税重点プロジェクト
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